




要約:小児の運動性疾患の介護の問題の具体例として、無痛無汗症の排尿・排便の実態調査

を施行した。7 歳以上例で夜尿出現率 35%、昼間遺尿 40%と高率でかつ共に毎日1 回以上例

が大半であった。また精神遅滞が重度なほど、これらの出現率は高かった。急性脳症など

の二次的合併例を除くと、尿意便意は認められた。夜尿・昼間遺尿とともに頻尿例も多く、

これらは児の自立に悪影響をもたらすとともに、家族の負担を大きくさせていることがう

かがわれた。原因として発汗がないために体温調節のための水分摂取量の多さや、合併す

る知能障害などが考えられた。 


